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はじめに
津波発生原因の多くは地震であり,その断層パラメータが適切に推定されると津
波初期波形が推定可能となり,津波の数値シミュレーションは非常に高い精度で予
測･再現できるようになりつつある.しかしながら,地震以外の原因による津波を
対象とした場合,その発生機構が未解決であるために,格段と精度は低下する･さ
らに, 1741年渡島大島火山性津波や1792年島原三体崩壊による津波の事例が示す
ように,非地震性津波の頻度は低いものの,一旦発生した場合の被害は大きい･ま
た,現在の津波予報体制が主に地震を対象としているために,このような非地震性
の津波に対応できないことが指摘されている.
そこで,本研究では,津波堆積物という新しい情報を取り入れながら,地滑りを含
む津波の発生機構の解明および解析手法の確立を目的とした.ここで実施した内容は,
(1)土石流の流下に伴う津波の発生機構をモデル化する検討, (2)津波遡上による陸上で
の堆積や浸食過程の水理実験とモデル化, (3)土砂と津波石に関する移動実験と石垣
島･明和津波への適用, (4)堆積物評価による我が国での歴史津波の解明に関する検討,
(5)分散性を有する伝幡モデルの改良(擬似VGSモデルの提案), (6)本モデルの適用例
としてKT-impactによる津波の発生機構の検討,にまとめられる. 3年間の中で,
トルコ共和国マルマラ海,ギリシャ共和国コリント湾などでの現地調査も実施した･
2002年6月にギリシャでは,津波堆積物による歴史津波の研究に関するワークショッ
プがアテネで行われ　新聞に取り上げられるなど高い関心が持たれた.
以上の検討により,地滑り性津波の発生と伝幡過程を再現できる2層流モデルの提
秦,堆積過程による津波外力の推定手法の検討,津波石に着目した歴史津波の機構解
明の-検討を行うことが出来た.ただし, 2層流モデルへの波数分散項の導入や津波
堆積層からのデータによる挙動の詳細な推定手法の確立などの課題が残っている･
平成15年6月　研究代表者　今村文彦
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